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【地域社会の人々との信頼関係】 
到達目標： 
1. 薬の専門家と地域社会の関わりを列挙できる。 
2. 薬の専門家に対する地域社会のニーズを収集し、討議する。（態度） 
 
 

B イントロダクション 
一般目標： 
薬学生としてのモチベーションを高めるために、薬の専門家として身につけるべき基本的知識、技能、態度

を修得し、卒業生の活躍する現場などを体験する。 
 
（１）薬学への招待 
一般目標： 
薬の専門家として必要な基本姿勢を身につけるために、医療、社会における薬学の役割、薬剤師の使命を知

り、どのように薬学が発展してきたかを理解する。 
 
【薬学の歴史】 
到達目標： 
1. 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割を概説できる。 
2. 薬剤師の誕生と変遷の歴史を概説できる。 
 
【薬剤師の活動分野】 
到達目標： 
1. 薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企業、衛生行政など）について概説できる。 
2. 薬剤師と共に働く医療チームの職種を挙げ、その仕事を概説できる。 
3. 医薬品の適正使用における薬剤師の役割について概説できる。 
4. 医薬品の創製における薬剤師の役割について概説できる。 
5. 疾病の予防および健康管理における薬剤師の役割について概説できる。 
 
【薬について】 
到達目標： 
1. ｢薬とは何か｣を概説できる。 
2. 薬の発見の歴史を具体例を挙げて概説できる。 
3. 化学物質が医薬品として治療に使用されるまでの流れを概説できる。 
4. 種々の剤形とその使い方について概説できる。 
5. 一般用医薬品と医療用医薬品の違いを概説できる。 
 
【現代社会と薬学との接点】 
到達目標： 
1. 先端医療を支える医薬品開発の現状について概説できる。  
2. 麻薬、大麻、覚せい剤などを乱用することによる健康への影響を概説できる。        
3. 薬害について具体例を挙げ、その背景を概説できる。 
 
【日本薬局方】 
到達目標： 
1. 日本薬局方の意義と内容について概説できる。 
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【総合演習】 
到達目標：                         
1. 医療と薬剤師の関わりについて考えを述べる。（態度） 
2. 身近な医薬品を日本薬局方などを用いて調べる。（技能） 
 
（２）早期体験学習 
一般目標： 
薬学生として学習に対するモチベーションを高めるために、卒業生の活躍する現場などを体験する。 

 
到達目標： 
以下の例示を参考にして、到達目標を設定し適切に実施する。 
 
1. 病院における薬剤師および他の医療スタッフの業務を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、

発表する。（知識・態度） 
2. 開局薬剤師の業務を見聞し、その重要性について自分の意見をまとめ、発表する。（知識・態度） 
3. 製薬企業および保健衛生、健康に関わる行政機関の業務を見聞し、社会において果たしている役割につい

て討議する。（知識・態度） 
4. 保健、福祉の重要性を具体的な体験に基づいて発表する。（知識・態度） 
 

 

Ｃ 薬学専門教育 
 

[物理系薬学を学ぶ] 
 
C1 物質の物理的性質 
一般目標： 
化学物質の基本的性質を理解するために、原子・分子の構造、熱力学、反応速度論などの基本的知識を修得

し、それらを応用する技能を身につける。 
 
（１）物質の構造 
一般目標： 
物質を構成する基本単位である原子および分子の性質を理解するために、原子構造、分子構造および化学結

合に関する基本的知識と技能を修得する。 
 
【化学結合】 
到達目標： 
１）化学結合の成り立ちについて説明できる。 
２）軌道の混成について説明できる。 
３）分子軌道の基本概念を説明できる。 
４）共役や共鳴の概念を説明できる。 

 
【分子間相互作用】 
到達目標： 
１）静電相互作用について例を挙げて説明できる。 
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